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教育方針と特色

　徳島大学大学院薬科学教育部では，学部２学科教育の特徴を大学院まで継続し，薬学専攻と創薬科学専攻

の２専攻それぞれの分野で学部・大学院一貫教育を目指すとともに，各専攻の目的に特化した特徴ある教育

カリキュラムを設定し，各分野の理解を深める教育を行います。

　研究指導に関しては，学生個人の感性を高めさせ，想像力を豊かにし，創造力と研究能力を発揮しうる人

材の育成を心がけ，学生の研究意欲の増進を図ります。

　

薬学専攻博士課程

　薬学専攻博士課程では，医療現場に直結した医薬品情報の解析，薬物の体内動態の解析及び制御，薬物の

有効性，安全性，毒性に関わる代謝の意義，細胞レベル及び分子レベルでの薬物の作用発現機構の解明，人

の健康に影響する因子の解明と制御などに関する研究指導と臨床薬剤師としてのリスクマネージメントなど

の実務実習を通して，高い倫理観と臨床能力を備え先端的研究を行う実践能力を有した薬剤師（pharmacist-

scientist），新規医薬品の応用創薬および開発・規制に関わる医療系薬学研究者，医療系薬学の分野で国際的

に活躍できる人材，そして上記人材を養成できる医療薬学教員の養成を目指しています。また，薬学専攻博

士課程では，がん専門薬剤師履修コースを設置し，がん専門薬剤師の養成を支援します。

　研究においては，臨床に根ざした医療薬学研究，薬学基礎分野と臨床分野を結ぶトランスレーショナル研

究，医薬品の適正使用，レギュラトリーサイエンス，テーラーメイド医療等の医療の質の向上に関する研究

を推進します。

創薬科学専攻博士後期課程

　創薬科学専攻博士後期課程では，分子設計及び分子機能，医薬分子創製，環境資源科学などの講義ならび

にゲノムインフォマティックスや分子科学計算に基づく創薬ターゲット分子の探索，精密有機合成化学によ

る新規有機化学反応の開発，天然医薬資源の探索とその生成機構の解明などの研究指導を通して，創薬領域

での高度な能力・広範な応用力・洞察力・想像力・高度な医療倫理観と国際性を持った創薬・育薬・製薬研

究者，および多様化する医療ニーズを理解し得る薬学教育者・研究者の養成を目指しています。

　研究においては，革新的な創薬・育薬研究，医歯薬栄養の実践的融合による薬学基礎研究，および新たな

健康科学研究の展開を図ります。
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アドミッション・ポリシー

薬学専攻博士課程

　入学者選抜については，以下に示すような資質あるいは意欲のある者を優先して入学させる。

⑴　臨床に根ざした先端的研究能力を有した臨床薬剤師を志望する者

⑵　高度な職能を持つ専門薬剤師を志望する者

⑶　レギュラトリーサイエンスに精通した医療薬学研究者を志望する者

⑷　⑴～⑶の人材を育成できる医療系薬学教育者を目指す者

創薬科学専攻博士後期課程

　入学者選抜については，生命科学に関心を持ち，独創的な創薬・製薬研究の進展に貢献できる資質あるい

は意欲のある者で，未知の課題に対し自ら研究計画を立案でき，問題解決能力・学際的な研究推進能力を備

えた国際的に通用する先導的創薬・基礎薬学研究者及び薬学教育者への資質あるいは意欲のある者を優先し

て入学させる。

各専攻に属する分野名

分　野　名専　　攻　　名分　野　名専　　攻　　名

有 機 合 成 薬 学

創 薬 科 学 専 攻

博 士 後 期 課 程

薬 物 治 療 学

薬 学 専 攻

博 士 課 程

製 剤 分 子 設 計 学医 薬 品 情 報 学

分 析 科 学薬 物 動 態 制 御 学

生 物 有 機 化 学神 経 病 態 解 析 学

創 薬 理 論 化 学医 薬 品 機 能 生 化 学

薬 品 製 造 化 学医 薬 品 病 態 生 化 学

生 薬 学臨 床 薬 学 実 務 教 育 学

創 薬 生 命 工 学臨 床 薬 剤 学

分 子 創 薬 化 学臨 床 病 態 学

分 子 情 報 薬 理 学

機 能 分 子 合 成 薬 学

衛 生 薬 学

総 合 薬 学 研 究 推 進 学

生 物 薬 品 化 学

薬 物 応 答 制 御 学
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薬 学 専 攻

博 士 課 程（４ 年 制）
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一般入試学生募集要項（第１次・第２次）

１　募　集　人　員

２　出　願　資　格

　　一般入試に出願することのできる者は，次の各号の一に該当する者とします。

　⑴　学校教育法第８３条第１項に定める大学の医学，歯学又は修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課

程を卒業した者又は平成２９年３月３１日までに卒業見込みの者

　⑵　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者（医学，歯学，修業年限６年の薬

学又は獣医学を履修したものに限る）又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑶　外国において学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了し

た者又は平成２９年３月３１日までに修了見込みの者

　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了した者又は平成２９年３月

３１日までに修了見込みの者

　⑸　我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育法における１８年の課程（最

終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程

を修了した者又は平成２９年３月３１日までに修了見込みの者

　⑹　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指

定するものに限る。）において，修業年限が５年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了

することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに

授与される見込みの者

　⑺　学校教育法施行規則第１５５条第１項第６号の規定に基づき，文部科学大臣が指定した者

　　①　防衛庁設置法（昭和２９年法律第１６４号）による防衛医科大学校を卒業した者

　　②　修士課程又は専門職大学院の課程を修了した者及び修士の学位の授与を受けることのできる者並び

に前期２年及び後期３年の課程の区分を設けない博士課程に２年以上在学し，３０単位以上を修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた者（学位規則の一部を改正する省令（昭和４９年文部省令第２９号）に

よる改正前の学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第６条第１号に該当する者を含む。）で大学院又

は専攻科において，大学の医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

と同等以上の学力があると認めた者

　　③　大学（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程を除く。）を卒業し，又は外国に

［注意］１．薬学専攻には，がん専門薬剤師・がん認定薬剤師を目指す上で受講することが望ましい科目を

アドバンスド科目として設けた「がん専門薬剤師履修コース」（１４頁参照）もあります。

　　　２．がん専門薬剤師履修コースの修学には，日本国の薬剤師免許が必要要件であるため，同コース

の選択は薬剤師免許取得者に限ります。

一般入試入試区分等

専攻 第２次第１次

若干名４名薬　 学　 専　 攻
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おいて学校教育における１６年の課程を修了した後，大学，研究所等において２年以上研究に従事し

た者で，大学院又は専攻科において，当該研究の成果等により，大学の医学，歯学，修業年限６年の

薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

　⑻　大学（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年以上在学し，又は

外国において学校教育における１６年の課程（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する

課程を含むものに限る。）を修了し，本教育部において，所定の単位を優れた成績をもって修得したと認

めた者

　⑼　本教育部において，個別の入学資格審査により，第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で，平成２９年３月３１日までに２４歳に達する者

　注１）⑺～⑼の出願資格により出願しようとする者は，次項「３　出願資格の認定」を参照してください。

　注２）志願者は，出願前に志望する分野の担当教員に必ず連絡を取ってください。

　　　　（本要項，薬科学教育部概要２９～３０頁参照）

３　出願資格の認定

　⑴　出願資格⑺～⑼に該当する者は，次の提出書類を参考にして本教育部が認定します。

　　ア　入学試験出願資格認定審査調書（所定の用紙）

　　イ　研究業績調書（所定の用紙）

　　ウ　研究概要（所定の用紙）

　　エ　最終出身学校の成績証明書

　　オ　最終出身学校の卒業証明書

　⑵　出願資格認定書類提出期間等

　　①　提出期間

　　　　【第１次】　平成２８年９月２６日㈪～平成２８年９月２８日㈬１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２８年１０月２８日㈮までに提出してください。

　　　　【第２次】　平成２８年１１月２２日㈫～平成２８年１１月２５日㈮１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２９年１月１０日㈫までに提出してください。

　　②　提 出 先

　　　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

１１頁の一般入試，社会人・外国人留学生特別入試　共通事項へ続く
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社会人特別入試学生募集要項（第１次・第２次）

　

趣　　　　　旨

　　企業，医療関連機関，大学，病院薬局及び保険薬局等において，国民の健康・福祉の向上のため創薬や

臨床を含めた生命医療薬学の教育・研究活動に関して幅広く指導的役割を果たせる薬剤師及び医療系薬学

研究者・教育者の育成を目指します。

　　このため，病院薬局や保険薬局等で医療薬学の実践を担っている６年制薬学部卒業者，若しくはそれと

同等以上の学力があると認められた社会人薬剤師を受け入れ，より高度な教育・研究の機会を提供します。

また，企業や医療関連機関で研究活動に携わる６年制薬学部卒業者，若しくはそれと同等以上の学力があ

る研究者を受け入れ，より高度な教育・研究の機会を提供します。

　　大学院特論・講義の開講や各分野等演習，各分野等での博士論文研究は，夜間の時間帯や集中的に行う

などしてフレキシブルな方式で社会人にも対応できる活動の機会を設けて実施します。

１　募　集　人　員

２　出　願　資　格

　　社会人特別入試に出願することのできる者は，病院，薬局，教育・研究機関，企業等に職員として勤務

しており，入学後もその身分を有し，所属長より受験許可を受けた者で，次の各号の一に該当する者とし

ます。

　⑴　学校教育法第８３条第１項に定める大学の医学，歯学又は修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課

程を卒業した者又は平成２９年３月３１日までに卒業見込みの者

　⑵　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者（医学，歯学，修業年限６年の薬

学又は獣医学を履修したものに限る）又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑶　外国において学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了し

た者又は平成２９年３月３１日までに修了見込みの者

　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了した者又は平成２９年３月

３１日までに修了見込みの者

　⑸　我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育法における１８年の課程（最

終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程

を修了した者又は平成２９年３月３１日までに修了見込みの者

　⑹　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指

定するものに限る。）において，修業年限が５年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了

［注意］１．薬学専攻には，がん専門薬剤師・がん認定薬剤師を目指す上で受講することが望ましい科目を

アドバンスド科目として設けた「がん専門薬剤師履修コース」（１４頁参照）もあります。

　　　２．がん専門薬剤師履修コースの修学には，日本国の薬剤師免許が必要要件であるため，同コー

スの選択は薬剤師免許取得者に限ります。

社会人特別入試入試区分等

専攻 第２次第１次

若干名若干名薬　 学　 専　 攻
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することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに

授与される見込みの者

　⑺　学校教育法施行規則第１５５条第１項第６号の規定に基づき，文部科学大臣が指定した者

　　①　防衛庁設置法（昭和２９年法律第１６４号）による防衛医科大学校を卒業した者

　　②　修士課程又は専門職大学院の課程を修了した者及び修士の学位の授与を受けることのできる者並び

に前期２年及び後期３年の課程の区分を設けない博士課程に２年以上在学し，３０単位以上を修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた者（学位規則の一部を改正する省令（昭和４９年文部省令第２９号）に

よる改正前の学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第６条第１号に該当する者を含む。）で大学院又

は専攻科において，大学の医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

と同等以上の学力があると認めた者

　　③　大学（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程を除く。）を卒業し，又は外国に

おいて学校教育における１６年の課程を修了した後，大学，研究所等において２年以上研究に従事し

た者で，大学院又は専攻科において，当該研究の成果等により，大学の医学，歯学，修業年限６年の

薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

　⑻　大学（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年以上在学し，又は

外国において学校教育における１６年の課程（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する

課程を含むものに限る。）を修了し，本教育部において，所定の単位を優れた成績をもって修得したと認

めた者

　⑼　本教育部において，個別の入学資格審査により，第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で，平成２９年３月３１日までに２４歳に達する者

　注１）⑺～⑼の出願資格により出願しようとする者は，次項「３　出願資格の認定」を参照してください。

　注２）志願者は，出願前に志望する分野の担当教員に必ず連絡を取ってください。

　　　　（本要項，薬科学教育部概要２９～３０頁参照）

３　出願資格の認定

　⑴　出願資格⑺～⑼に該当する者は，次の提出書類を参考にして本教育部が認定します。

　　ア　入学試験出願資格認定審査調書（所定の用紙）

　　イ　研究業績調書（所定の用紙）

　　ウ　研究概要（所定の用紙）

　　エ　最終出身学校の成績証明書

　　オ　最終出身学校の卒業証明書

　⑵　出願資格認定書類提出期間等

　　①　提出期間

　　　　【第１次】　平成２８年９月２６日㈪～平成２８年９月２８日㈬１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２８年１０月２８日㈮までに提出してください。

　　　　【第２次】　平成２８年１１月２２日㈫～平成２８年１１月２５日㈮１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２９年１月１０日㈫までに提出してください。

　　②　提 出 先

　　　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

１１頁の一般入試，社会人・外国人留学生特別入試　共通事項へ続く
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外国人留学生特別入試学生募集要項（２０１７）（第１次・第２次）

１　募　集　人　員

２　出　願　資　格

　　外国人特別入試に出願することのできる者は，日本の国籍を有しない者で，出入国管理及び難民認定法

に規定する「留学」の在留資格を有する者，又は大学院入学後に在留資格を「留学」に変更可能な者で，

日本語が理解できる次の各号の一に該当する者とします。

　⑴　学校教育法第８３条第１項に定める大学の医学，歯学又は修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課

程を卒業した者又は平成２９年３月３１日までに卒業見込みの者

　⑵　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者（医学，歯学，修業年限６年の薬

学又は獣医学を履修したものに限る）又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑶　外国において学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了し

た者又は平成２９年３月３１日までに修了見込みの者

　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了した者又は平成２９年３月

３１日までに修了見込みの者

　⑸　我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育法における１８年の課程（最

終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程

を修了した者又は平成２９年３月３１日までに修了見込みの者

　⑹　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指

定するものに限る。）において，修業年限が５年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了

することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに

授与される見込みの者

　⑺　学校教育法施行規則第１５５条第１項第６号の規定に基づき，文部科学大臣が指定した者

　　①　防衛庁設置法（昭和２９年法律第１６４号）による防衛医科大学校を卒業した者

　　②　修士課程又は専門職大学院の課程を修了した者及び修士の学位の授与を受けることのできる者並び

に前期２年及び後期３年の課程の区分を設けない博士課程に２年以上在学し，３０単位以上を修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた者（学位規則の一部を改正する省令（昭和４９年文部省令第２９号）に

よる改正前の学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第６条第１号に該当する者を含む。）で大学院又

は専攻科において，大学の医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

と同等以上の学力があると認めた者

　　③　大学（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程を除く。）を卒業し，又は外国に

おいて学校教育における１６年の課程を修了した後，大学，研究所等において２年以上研究に従事し

た者で，大学院又は専攻科において，当該研究の成果等により，大学の医学，歯学，修業年限６年の

外国人留学生特別入試入試区分等

専攻 第２次第１次

若干名若干名薬　 学　 専　 攻
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薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

　⑻　大学（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年以上在学し，又は

外国において学校教育における１６年の課程（医学，歯学，修業年限６年の薬学又は獣医学を履修する

課程を含むものに限る。）を修了し，本教育部において，所定の単位を優れた成績をもって修得したと認

めた者

　⑼　本教育部において，個別の入学資格審査により，第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で，平成２９年３月３１日までに２４歳に達する者

　注１）⑺～⑼の出願資格により出願しようとする者は，次項「３　出願資格の認定」を参照してください。

　注２）志願者は，出願前に志望する分野の担当教員に必ず連絡を取ってください。

　　　　（本要項，薬科学教育部概要２９～３０頁参照）

３　出願資格の認定

　⑴　出願資格⑺～⑼に該当する者は，次の提出書類を参考にして本教育部が認定します。

　　ア　入学試験出願資格認定審査調書（所定の用紙）

　　イ　研究業績調書（所定の用紙）

　　ウ　研究概要（所定の用紙）

　　エ　最終出身学校の成績証明書

　　オ　最終出身学校の卒業証明書

　⑵　出願資格認定書類提出期間等

　　①　提出期間

　　　　【第１次】　平成２８年９月２６日㈪～平成２８年９月２８日㈬１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２８年１０月２８日㈮までに提出してください。

　　　　【第２次】　平成２８年１１月２２日㈫～平成２８年１１月２５日㈮１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２９年１月１０日㈫までに提出してください。

　　②　提 出 先

　　　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

４　徳島大学留学生ポータル

　　徳島大学ホームページに，外国に住んでいて徳島大学へ留学を希望している方のために開設した「徳島

大学留学生ポータル」サイトがありますので，お知らせします。

　　学部・大学院の概要，教員・研究者紹介，入学までの手続き，各種奨学金，留学生宿舎，就職・進路な

どを説明しています。このサイトにより，徳島大学を知るための参考としてください。

　　徳島大学のトップページ　→　外国から留学希望の皆さまへ（左側中段バナー）　→

　　徳島大学留学生ポータル（http://admission.isc.tokushima-u.ac.jp/）　→　大学院への留学

１１頁の一般入試，社会人・外国人留学生特別入試　共通事項へ続く
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一般入試，社会人・外国人留学生特別入試共通事項（第１次・第２次）

１　出願書類

所定の用紙に必要事項を記入してください。入 学 願 書

出身大学等が作成したもの。

ただし，本学薬学部卒業（見込み）者は不要です。また，出願資格の認定を受けた

者も不要です。

大 学 学 部

卒業（見込み）証明書

出身大学等が作成し，厳封したもの。

ただし，本学薬学部卒業（見込み）者は不要です。また，出願資格の認定を受けた

者も不要です。

大 学 学 部

成 績 証 明 書

研究概要を所定の用紙を用い２,０００字程度にまとめてください。なお，関連した論

文の別刷又は学術講演，特許等がある場合は，コピーを添付してください。

ただし，出願資格の認定を受けた者は不要です。

研 究 概 要

上記研究概要の他に研究業績を有する者は，所定の用紙に記入してください。

なお，関連した論文の別刷等のコピーを，氏名を明記したうえ添付してください。

ただし，出願資格の認定を受けた者は不要です。

研 究 業 績 調 書

所定の用紙に必要事項を記入し，出願前３か月以内に単身撮影した写真（上半身，

脱帽，正面向）を貼ってください。
受 験 票

３０,０００円　所定の用紙を使用して最寄りのゆうちょ銀行又は郵便局の窓口から払

い込んでください。検定料を払い込んだ後，受領した「検定料払込証明書（出願用）」

を「検定料払込証明書」（本学所定の様式）に貼って提出してください。

〔本学教育部博士前期課程を修了し，引き続き進学する者及び日本国政府（文部科

学省）国費外国人留学生は不要〕

なお，海外在住の志願者については，クレジットカード（VISA，MasterCard，JCB，
AMERICAN EXPRESS等）又は中国銀聯カードによる払込みが可能です。海外か
らの出願方法等については「１０頁４　徳島大学留学生ポータル」を参照ください。

検 定 料

大学院博士課程（４年制）もしくは博士後期課程に在学中の者，官公庁，会社，病

院，薬局等に在職中の者は，所属長の受験許可書を添付してください。（所定の用紙）
受 験 許 可 書

郵送で出願書類を提出する者は，３６２円切手を貼った自己あて（住所氏名表記）の

長形３号封筒（２３.５㎝×１２㎝）を同封してください。（受験票送付用）
返 信 用 封 筒

本邦に在留する外国人は，住民票（在留資格が記載されたもの）の写しを添付して

ください。
住 民 票 の 写 し

所定の用紙に郵便番号，住所，氏名を明記してください。あ て 名 票

（注）既納の検定料は，いかなる理由があっても返納できません。
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２　出願手続・期間・受付場所

　⑴　出願手続

　　ア　入学志願者は，出願時提出書類をそろえ，出願期間内に郵送又は持参してください。

　　イ　郵送する場合は「書留」とし，「薬科学教育部博士課程学生募集願書在中」と朱書してください。

　⑵　出願期間

　　　【第１次】　平成２８（２０１６）年１０月２４日㈪から平成２８（２０１６）年１０月２８日㈮１７時まで

　　　【第２次】　平成２９（２０１７）年１月４日㈬から平成２９（２０１７）年１月１０日㈫１７時まで

　⑶　受付場所　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

３　選抜方法

　⑴　入学者の選抜は，学力試験，口頭試問，在学又は出身大学等が作成した成績証明書等を総合して判断

します。

　⑵　試験日等

　⑶　試験場所　徳島大学薬学部内（徳島市庄町１丁目７８番地の１）

　⑷　口頭試問　研究発表と質疑応答

　　　研究概要・研究業績を中心に，約１５分以内の口頭発表を行い，その研究内容に関連する質疑応答等

を約１０分間行います。

　　※口頭試問の際の発表について

　　　・各自の研究内容の発表において，データプロジェクタ及びノートパソコンを用意します。

　　　　それ以外の機器（OHP，資料提示装置）の使用を希望する場合は，事前に申し出てください。
　　　・ノートパソコンは，Windows PC（OS Windows7）でPowerPoint２０１０搭載を用意します。
　　　・自分の口頭試問の前に，USBメモリー，CD等を各自でセットしてください。
　　　・各自が自分のパソコンを当日持参し使用しても構いませんが，その場合は必ず事前に申し出てくだ

さい。

４　障がいのある入学志願者

　　薬科学教育部に入学を志願する者で，障がいのある者は，受験上及び修学上配慮の方法を検討する必要

がありますので，事前に徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係まで申し出てください。

　　（志願者は，出願前に志望する分野の担当教員と連絡をとるときには，障がいのあることについても相談

してください。）

 

試　　　験　　　科　　　目　　　等時　　間年　　月　　日

英和辞書貸与英 語９：００～１０：００平成２８（２０１６）年

１１月１９日㈯
第１次

研究発表と質疑応答等口頭試問１０：３０～

英和辞書貸与英 語９：００～１０：００平成２９（２０１７）年

１月２１日㈯
第２次

研究発表と質疑応答等口頭試問１０：３０～
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５　合格者発表

　　以下の日時に薬学部玄関に掲示するとともに，合格者には本人あて郵送で通知します。

　　なお，電話，メール等による合否についての照会には応じられません。

　　【第１次】　平成２８（２０１６）年１２月１５日㈭　９時

　　【第２次】　平成２９（２０１７）年２月１４日㈫　９時

　　　（注）合格者情報は，本学薬学部ホームページ［入試案内］に掲載します。ただし，ホームページの内容と学部に掲示

する合格者が異なる場合は，掲示による合格者発表を正しいものとします。

６　入学に必要な経費

　⑴　入学料　　２８２,０００円
　　　　　　※本学大学院博士前期課程を修了し，引き続き進学する者及び日本国政府（文部科学省）国費

外国人留学生は不要です。

　⑵　授業料　　前期分　２６７,９００円
　　　　　　　　年　額　５３５,８００円
　⑶　諸経費　　　　　　約６５,０００円（教育研究災害障害保険料等）
　⑷　その他注意事項

　　・入学料及び授業料は現行の金額であり，改定されれば改定金額が適用されます。

　　・授業料は，希望により前期分又は年額を納入することができます。

　　・在学中に授業料の改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。

７　個人情報の取扱い

　　出願書類等に記載された個人情報（氏名，生年月日，その他個人情報）は，入学者選抜，合格通知及び

入学手続等の入試業務に利用します。

　　また，合格者の入学後の教務関係（学籍，修学指導等），学生支援関係（健康管理，奨学金援助等），授

業料等に関する業務，個人を特定しない統計資料等作成を行う目的をもって本学が管理します。

８　そ　　の　　他

　⑴　入学願書受付後は，提出した書類の変更及び検定料の払い戻しはできません。

　⑵　入学願書等を郵便で請求するときは，「薬科学教育部博士課程募集要項請求」と朱書きのうえ，２５０円

切手を貼った自己あて（住所氏名表記）の角形２号封筒（３３.２㎝×２４.０㎝）を同封して請求してくださ

い。

　⑶　出願書類等に質問があれば，８２円切手を貼った自己あて（住所氏名表記）の返信用封筒（定形封筒）

を同封のうえ，徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係へ照会してください。

　　　その際，電話番号も明記してください。

　⑷　合格し入学した場合，４月下旬実施の健康診断を必ず受診してください。
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薬科学教育部薬学専攻　がん専門薬剤師履修コース

　がんプロフェッショナル養成プランについて

　がん医療の担い手となる高度な知識・技術を持つがん専

門医師及びがん医療に携わるコメディカルなど，がんに特

化した医療人の養成を行うため，大学病院等との有機的か

つ円滑な連携のもとに行われる大学院のプログラムが「が

んプロフェッショナル養成プラン」です。

　本プランでは，中国・四国地区の８つの大学が一つの共

同体（コンソーシアム）を作り，各大学院にメディカル，

コメディカルを含む多職種のがん専門職養成のためのコー

スを整備しています。

　徳島大学薬科学教育部では，平成２０年４月に医療生命薬

学専攻にがん専門薬剤師コースを設置しました。

　がん専門薬剤師履修コースについて

　「がん専門薬剤師履修コース」には，徳島大学，岡山大学，高知大学の３大学が参加しています。

　本教育部薬学専攻がん専門薬剤師履修コースでは，講義形式によるがん治療全般に関する基礎・専門知識

の習得，演習形式による薬学的がん管理とがんチーム医療における薬剤師の役割を学び，さらにがん関連の

研究と学会発表や論文発表のサポートを行います。

　なお，志望する分野の担当教員と連絡をとる際には，がん専門薬剤師履修コースを希望することについて

もご相談ください。
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創 薬 科 学 専 攻

博士後期課程（３年制）
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一般入試学生募集要項（第１次・第２次）

１　募　集　人　員

２　出　願　資　格

　　一般入試に出願することのできる者は，次の各号の一に該当する者とします。

　⑴　修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑵　外国において修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日

までに授与される見込みの者

　⑶　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若しくは専門職学

位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑷　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し，修士の学位若しくは専門

職学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑸　国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日ま

でに授与される見込みの者

　⑹　外国の学校，⑷の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置基準第１６

条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ

ると認めた者

　⑺　学校教育法施行規則第１５６条第６号の規定に基づき，文部科学大臣が指定した者

　　①　大学を卒業し，又は学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された後，大学，研

究所等において，２年以上研究に従事した者で，大学院において，当該研究の成果等により，修士の

学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　　②　外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育における

授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した

後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，大学院において，当該研究の成果等に

より修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　⑻　本教育部において，個別の入学資格審査により，第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で，平成２９年３月３１日までに２４歳に達する者

　注１）⑹～⑻の出願資格により出願しようとする者は，次項「３　出願資格の認定」を参照してください。

　注２）志願者は，出願前に志望する分野の担当教員に必ず連絡を取ってください。

　　　　（本要項，薬科学教育部概要３１～３３頁参照）

３　出願資格の認定

　⑴　出願資格⑹～⑻に該当する者は，次の提出書類を参考にして本教育部が認定します。

　　ア　入学試験出願資格認定審査調書（所定の用紙）

　　イ　研究業績調書（所定の用紙）

　　ウ　研究概要（所定の用紙）

一般入試入試区分等

専攻 第２次第１次

若干名１０名創 薬 科 学 専 攻
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　　エ　最終出身学校の成績証明書

　　オ　最終出身学校の卒業証明書

　

　⑵　出願資格認定書類提出期間等

　　①　提出期間

　　　　【第１次】　平成２８年９月２６日㈪～平成２８年９月２８日㈬　１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２８年１０月２８日㈮までに提出してください。

　　　　【第２次】　平成２８年１１月２２日㈫～平成２８年１１月２５日㈮　１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２９年１月１０日㈫までに提出してください。

　　②　提 出 先

　　　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

２３頁の一般入試，社会人・外国人留学生特別入試　共通事項へ続く
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社会人特別入試学生募集要項（第１次・第２次）

趣　　　　　旨

　　企業，医療関連機関，大学，病院薬局及び保険薬局等において，国民の健康・福祉の向上のため創薬や

臨床を含めた生命医療薬学の教育・研究に関して独創性・国際的力量を持った薬学研究者・教育者の育成

を目指します。

　　このため，企業や医療関連機関で研究活動に携わる修士課程修了，若しくはそれと同等以上の学力があ

る研究者を受け入れ，より高度な教育・研究の機会を提供します。また，すでに病院薬局や保険薬局等で

医療薬学の実践を担っている修士課程修了，若しくはそれと同等以上の学力があると認められた社会人薬

剤師も受け入れ，より高度な教育・研究の機会を提供します。

　　大学院特論・講義の開講や各分野等演習，各分野等での博士論文研究は，夜間の時間帯や集中的に行う

などしてフレキシブルな方式で社会人にも対応できる活動の機会を設けて実施します。

１　募　集　人　員

２　出　願　資　格

　　社会人特別入試に出願することのできる者は，病院，薬局，教育・研究機関，企業等に職員として勤務

しており，入学後もその身分を有し，所属長より受験許可を受けた者で，次の各号の一に該当する者とし

ます。

　⑴　修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑵　外国において修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日

までに授与される見込みの者

　⑶　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若しくは専門職学

位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑷　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し，修士の学位若しくは専門

職学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑸　国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日ま

でに授与される見込みの者

　⑹　外国の学校，⑷の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置基準第１６

条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ

ると認めた者

　⑺　学校教育法施行規則第１５６条第６号の規定に基づき，文部科学大臣が指定した者

　　①　大学を卒業し，又は学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された後，大学，研

究所等において，２年以上研究に従事した者で，大学院において，当該研究の成果等により，修士の

学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　　②　外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育における

授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した

社会人特別入試入試区分等

専攻 第２次第１次

若干名若干名創 薬 科 学 専 攻
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後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，大学院において，当該研究の成果等に

より修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　⑻　本教育部において，個別の入学資格審査により，第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で，平成２９年３月３１日までに２４歳に達する者

　注１）⑹～⑻の出願資格により出願しようとする者は，次項「３　出願資格の認定」を参照してください。

　注２）志願者は，出願前に志望する分野の担当教員に必ず連絡を取ってください。

　　　　（本要項，薬科学教育部概要３１～３３頁参照）

３　出願資格の認定

　⑴　出願資格⑹～⑻に該当する者は，次の提出書類を参考にして本教育部が認定します。

　　ア　入学試験出願資格認定審査調書（所定の用紙）

　　イ　研究業績調書（所定の用紙）

　　ウ　研究概要（所定の用紙）

　　エ　最終出身学校の成績証明書

　　オ　最終出身学校の卒業証明書

　

　⑵　出願資格認定書類提出期間等

　　①　提出期間

　　　　【第１次】　平成２８年９月２６日㈪～平成２８年９月２８日㈬１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２８年１０月２８日㈮までに提出してください。

　　　　【第２次】　平成２８年１１月２２日㈫～平成２８年１１月２５日㈮１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２９年１月１０日㈫までに提出してください。

　　②　提 出 先

　　　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

２３頁の一般入試，社会人・外国人留学生特別入試　共通事項へ続く
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外国人留学生特別入試学生募集要項（２０１７）（第１次・第２次）

１　募　集　人　員

２　出　願　資　格

　　外国人特別入試に出願することのできる者は，日本の国籍を有しない者で，出入国管理及び難民認定法

に規定する「留学」の在留資格を有する者，又は大学院入学後に在留資格を「留学」に変更可能な者で，

日本語が理解できる次の各号の一に該当する者とします。

　⑴　修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑵　外国において修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日

までに授与される見込みの者

　⑶　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若しくは専門職学

位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑷　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し，修士の学位若しくは専門

職学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日までに授与される見込みの者

　⑸　国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者又は平成２９年３月３１日ま

でに授与される見込みの者

　⑹　外国の学校，⑷の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置基準第１６

条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ

ると認めた者

　⑺　学校教育法施行規則第１５６条第６号の規定に基づき，文部科学大臣が指定した者

　　①　大学を卒業し，又は学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された後，大学，研

究所等において，２年以上研究に従事した者で，大学院において，当該研究の成果等により，修士の

学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　　②　外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育における

授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した

後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，大学院において，当該研究の成果等に

より修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　⑻　本教育部において，個別の入学資格審査により，第１号に規定する者と同等以上の学力があると認め

た者で，平成２９年３月３１日までに２４歳に達する者

　注１）⑹～⑻の出願資格により出願しようとする者は，次項「３　出願資格の認定」を参照してください。

　注２）志願者は，出願前に志望する分野の担当教員に必ず連絡を取ってください。

　　　　（本要項，薬科学教育部概要３１～３３頁参照）

３　出願資格の認定

　⑴　出願資格⑹～⑻に該当する者は，次の提出書類を参考にして本教育部が認定します。

　　ア　入学試験出願資格認定審査調書（所定の用紙）

外国人留学生特別入試入試区分等

専攻 第２次第１次

若干名若干名創 薬 科 学 専 攻
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　　イ　研究業績調書（所定の用紙）

　　ウ　研究概要（所定の用紙）

　　エ　最終出身学校の成績証明書

　　オ　最終出身学校の卒業証明書

　

　⑵　出願資格認定書類提出期間等

　　①　提出期間

　　　　【第１次】　平成２８年９月２６日㈪～平成２８年９月２８日㈬１７時まで

　　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２８年１０月２８日㈮までに提出してください。

　　　　【第２次】　平成２８年１１月２２日㈫～平成２８年１１月２５日㈮１７時まで

　　　　　　　なお，認定された者は，所定の出願書類等を平成２９年１月１０日㈫までに提出してください。

　　②　提 出 先

　　　　　　　　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

４　徳島大学留学生ポータル

　　徳島大学ホームページに，外国に住んでいて徳島大学へ留学を希望している方のために開設した「徳島

大学留学生ポータル」サイトがありますので，お知らせします。

　　学部・大学院の概要，教員・研究者紹介，入学までの手続き，各種奨学金，留学生宿舎，就職・進路な

どを説明しています。このサイトにより，徳島大学を知るための参考としてください。

　　徳島大学のトップページ　→　外国から留学希望の皆さまへ（左側中段バナー）　→

　　徳島大学留学生ポータル（http://admission.isc.tokushima-u.ac.jp/）　→　大学院への留学

２３頁の一般入試，社会人・外国人留学生特別入試　共通事項へ続く
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一般入試，社会人・外国人留学生特別入試共通事項（第１次・第２次）

１　出願書類

所定の用紙に必要事項を記入してください。入 学 願 書

出身大学院等が作成したもの。

ただし，本教育部博士前期課程修了（見込み）者は不要です。また，出願資格の認

定を受けた者も不要です。

修士（博士前期）課程

修了（見込み）証明書

出身大学院等が作成し，厳封したもの。

ただし，本教育部博士前期課程修了（見込み）者は不要です。また，出願資格の認

定を受けた者も不要です。

修士（博士前期）課程

成 績 証 明 書

修士論文，又はこれに代わる研究概要を所定の用紙を用い２,０００字程度にまとめて

ください。なお，関連した論文の別刷又は学術講演，特許等がある場合は，コピー

を添付してください。

ただし，出願資格の認定を受けた者は不要です。

研 究 概 要

上記研究概要の他に研究業績を有する者は，所定の用紙に記入してください。

なお，関連した論文の別刷等のコピーを，氏名を明記したうえ添付してください。

ただし，出願資格の認定を受けた者は不要です。

研 究 業 績 調 書

所定の用紙に必要事項を記入し，出願前３か月以内に単身撮影した写真（上半身，

脱帽，正面向）を貼ってください。
受 験 票

３０,０００円　所定の用紙を使用して最寄りのゆうちょ銀行又は郵便局の窓口から払

い込んでください。検定料を払い込んだ後，受領した「検定料払込証明書（出願用）」

を「検定料払込証明書」（本学所定の様式）に貼って提出してください。

〔本教育部博士前期課程を修了し，引き続き進学する者及び日本国政府（文部科学

省）国費外国人留学生は不要〕

なお，海外在住の志願者については，クレジットカード（VISA，MasterCard，JCB，
AMERICAN EXPRESS等）又は中国銀聯カードによる払込みが可能です。海外か
らの出願方法等については「２２頁４　徳島大学留学生ポータル」を参照ください。

検 定 料

大学院博士課程（４年制）もしくは博士後期課程に在学中の者及び，官公庁，会社，

病院，薬局等に在職中の者は，所属長の受験許可書を添付してください。（所定の用紙）
受 験 許 可 書

郵送で出願書類を提出する者は，３６２円切手を貼った自己あて（住所氏名表記）の

長形３号封筒（２３.５㎝×１２㎝）を同封してください。（受験票送付用）
返 信 用 封 筒

本邦に在留する外国人は，住民票（在留資格が記載されたもの）の写しを添付して

ください。
住 民 票 の 写 し

所定の用紙に郵便番号，住所，氏名を明記してください。あ て 名 票

（注）既納の検定料は，いかなる理由があっても返納できません。
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２　出願手続・期間・受付場所

　⑴　出願手続

　　ア　入学志願者は，出願時提出書類をそろえ，出願期間内に郵送又は持参してください。

　　イ　郵送する場合は「書留」とし，「薬科学教育部博士後期課程学生募集願書在中」と朱書してください。

　⑵　出願期間

　　　【第１次】　平成２８（２０１６）年１０月２４日㈪から平成２８（２０１６）年１０月２８日㈮１７時まで

　　　【第２次】　平成２９（２０１７）年１月４日㈬から平成２９（２０１７）年１月１０日㈫１７時まで

　⑶　受付場所　〒７７０－８５０５　徳島市庄町１丁目７８番地の１

　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係

３　選抜方法

　⑴　入学者の選抜は，学力試験，口頭試問，在学又は出身大学院等が作成した成績証明書等を総合して判

断します。

　⑵　試験日等

　⑶　英語試験　一般入試及び社会人特別入試出願資格⑴で本教育部において平成２９年３月３１日までに修

士の学位を授与される見込みの者は免除します。

　⑷　試験場所　徳島大学薬学部内（徳島市庄町１丁目７８番地の１）

　⑸　口頭試問　研究発表と質疑応答

　　　修士論文又はこれに代わる研究業績を中心に，約１５分以内の口頭発表を行い，その研究内容に関連

する質疑応答等を約１０分間行います。

　　※口頭試問の際の発表について

　　　・各自の研究内容の発表において，データプロジェクタ及びノートパソコンを用意します。

　　　　それ以外の機器（OHP，資料提示装置）の使用を希望する場合は，事前に申し出てください。
　　　・ノートパソコンは，Windows PC（OS Windows7）でPowerPoint２０１０搭載を用意します。
　　　・自分の口頭試問の前に，USBメモリー，CD等を各自でセットしてください。
　　　・各自が自分のパソコンを当日持参し使用しても構いませんが，その場合は必ず事前に申し出てくだ

さい。

４　障がいのある入学志願者

　　薬科学教育部に入学を志願する者で，障がいのある者は，受験上及び修学上配慮の方法を検討する必要

がありますので，事前に徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係まで申し出てください。

　　（志願者は，出願前に志望する分野の担当教員と連絡をとるときには，障がいのあることについても相談

してください。）

 

試　　　験　　　科　　　目　　　等時　　間年　　月　　日

英和辞書貸与英 語９：００～１０：００平成２８（２０１６）年

１１月１９日㈯
第１次

研究発表と質疑応答等口頭試問１０：３０～

英和辞書貸与英 語９：００～１０：００平成２９（２０１７）年

１月２１日㈯
第２次

研究発表と質疑応答等口頭試問１０：３０～
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５　合格者発表

　　以下の日時に薬学部玄関に掲示するとともに，合格者には本人あて郵送で通知します。

　　なお，電話，メール等による合否についての照会には応じられません。

　　【第１次】　平成２８（２０１６）年１２月１５日㈭　９時

　　【第２次】　平成２９（２０１７）年２月１４日㈫　９時

　　　（注）合格者情報は，本学薬学部ホームページ［入試案内］に掲載します。ただし，ホームページの内容と学部に掲示

する合格者が異なる場合は，掲示による合格者発表を正しいものとします。

６　入学に必要な経費

　⑴　入学料　　２８２,０００円
　　　　　　※本学大学院博士前期課程を修了し，引き続き進学する者及び日本国政府（文部科学省）国費

外国人留学生は不要です。

　⑵　授業料　　前期分　２６７,９００円
　　　　　　　　年　額　５３５,８００円
　⑶　諸経費　　　　　　約５６,０００円（教育研究災害障害保険料等）
　⑷　その他注意事項

　　・入学料及び授業料は現行の金額であり，改定されれば改定金額が適用されます。

　　・授業料は，希望により前期分又は年額を納入することができます。

　　・在学中に授業料の改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。

７　個人情報の取扱い

　　出願書類等に記載された個人情報（氏名，生年月日，その他個人情報）は，入学者選抜，合格通知及び

入学手続等の入試業務に利用します。

　　また，合格者の入学後の教務関係（学籍，修学指導等），学生支援関係（健康管理，奨学金援助等），授

業料等に関する業務，個人を特定しない統計資料等作成を行う目的をもって本学が管理します。

８　そ　　の　　他

　⑴　入学願書受付後は，提出した書類の変更及び検定料の払い戻しはできません。

　⑵　入学願書等を郵便で請求するときは，「薬科学教育部博士後期課程募集要項請求」と朱書きのうえ，２５０

円切手を貼った自己あて（住所氏名表記）の角形２号封筒（３３.２㎝×２４.０㎝）を同封して請求してくだ

さい。

　⑶　出願書類等に質問があれば，８２円切手を貼った自己あて（住所氏名表記）の返信用封筒（定形封筒）

を同封のうえ，徳島大学蔵本事務部薬学部事務課学務係へ照会してください。

　　　その際，電話番号も明記してください。

　⑷　合格し入学した場合，４月下旬実施の健康診断を必ず受診してください。
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徳 島 大 学 大 学 院

薬科学教育部概要
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薬学専攻博士課程

　　薬物治療学分野（教授　滝口　祥令，准教授　山﨑　尚志）

　　　　　　　　　　　ytakiguchi@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７４６６
　　　　　　　　　　　nyamazaki@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－９５１６
　　　　体内薬物情報および病態生理機能解析に基づく至適薬物療法に関する研究を行う。

　　　１）循環器系病態生理機能解析と薬物療法に関する研究

　　　２）脂肪組織由来タンパク質の構造と機能解析

　　　３）改変U1 snRNA分子による遺伝子発現制御法の開発
　　　４）薬物間相互作用の機序解明と予測法に関する研究

　　医薬品情報学分野（教授　山内　あい子，准教授　佐藤　陽一）

　　　　　　　　　　　yamauchi.aiko@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７２６６
　　　　　　　　　　　youichi.sato@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７２５３

　　　１）医薬品の安全性情報に関する情報科学的解析・予測と臨床への応用に関する研究

　　　２）ファーマシューティカル・ケア実践手法に関する検討

　　　３）医薬品適正使用に向けた疫学的研究

　　　４）疾患感受性及び薬剤応答性関連遺伝子の探索と機能解析

　　薬物動態制御学分野（教授　石田　竜弘，准教授　異島　優）

　　　　　　　　　　　ishida@tokushima-u.ac.jp　　　０８８－６３３－７２６０
　　　　　　　　　　　ishima.yuu@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２５９
　　　１）生体機能に立脚した新規ドラッグ・デリバリー・システム（DDS）の開発
　　　２）薬物の体内動態・細胞内動態制御による新規治療システムの構築

　　　３）ナノDDSデバイスのリスク・安全性の評価とその対応策に関する研究
　　　４）S-ニトロソ化HSAの多面的生物活性を利用した創剤化に関する研究
　　　５）活性イオウ化血清タンパク質における抗酸化作用とタンパク凝集機序に関する研究

　　神経病態解析学分野（准教授　笠原　二郎）

　　　　　　　　　　　awajiro@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２７８
　　　１）神経変性疾患の分子生物学的病態解析と薬物療法

　　　２）脳梗塞（虚血性脳疾患）の病態解明と薬物療法

　　　３）細胞内シグナル伝達機構と中枢神経機能の関わり

　　　４）気分障害とその治療薬作用の分子機構および予防法の研究

 

　分野の研究概要（平成２８年８月現在）
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　　医薬品機能生化学分野（教授　土屋　浩一郎，助教　宮本　理人）

　　　　　　　　　　　tsuchiya@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７２５０
　　　　　　　　　　　licht@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７２５２

　　　１）生体内酸化ストレス評価法の開発と診断，治療への応用

　　　２）中枢－末梢連関を介した，生体内エネルギー代謝制御機構の解明

　　　３）肥満，糖尿病を中心とした複合的代謝疾患の病態発症機構解明と新規治療薬開発

　　　４）動脈硬化，糖尿病性腎症の病態発症機構解明と新規治療薬開発

　　　５）運動療法と食事療法の分子機構解明と抗がん，寿命延長戦略の創出

　　医薬品病態生化学分野（教授　山﨑　哲男，准教授　新垣　尚捷）

　　　　　　　　　　　tyamazak@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７８８６
　　　　　　　　　　　narakaki@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７２５５
　　　１）小胞体によるDNA損傷応答と免疫応答の統合・制御
　　　２）網状エネルギーパイプミトコンドリアのバイオジェネシスに関する研究

　　　３）オルガネラの形態・機能異常による神経発生毒性の発症メカニズム

　　臨床薬学実務教育学分野（教授　川添　和義，助教　阿部　真治，助教　佐藤　智恵美，助教　岡田　直人）

　　　　　　　　　　　kawazoe@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－９６３０

　　　　　　　　　　　ashinji@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７５６２

　　　　　　　　　　　sato.chiemi@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７５６２
　　　　　　　　　　　naoto-o@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７５６２

　　　１）副作用の予防や薬物の有効利用に関する臨床的研究

　　　２）災害時医療をベースとした薬剤師支援や業務に関する研究

　　　３）悪性腫瘍に対する新規抗体医薬の開発研究

　　　４）漢方薬などの天然医薬品の適正使用と臨床的活用，原材料供給に関する研究

　　臨床薬剤学分野（講師　座間味　義人）

　　　　　　　　　　　zamami@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７４７１
　　　１）心腎血管疾患における酸化ストレス制御を基盤とする創薬・薬理研究

　　　２）ドラッグリポジショニングに基づく心血管疾患の創薬・薬理研究

　　　３）核酸代謝物が心腎血管疾患および悪性新生物に与える影響の検討

　　　４）安全かつ有効な薬物療法における副作用マネジメントに関する研究

　　臨床病態学分野（教授　前田　健一，准教授　井﨑　ゆみ子）

　　　　　　　　　　　maedak@ias.tokushima-u.ac.jp　０８８－６５６－６５２０
　　　　予防医学及び疾病の早期発見早期治療に関する研究を行う。

　　　１）ストレス，生活習慣に関連する疾患の予防と早期発見

　　　２）情報技術を用いた効率的健康管理方法の研究

　　　３）精神疾患の早期発見，早期対応に関する研究
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創薬科学専攻博士後期課程

　　有機合成薬学分野（教授　難波　康祐，助教　中山　　淳）

　　　　　　　　　　　namba@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－７２９３
　　　　　　　　　　　anakaya@tokushima-u.ac.jp ０８８－６３３－９５３８
　　　１）複雑な微量生物活性天然物の全合成研究

　　　２）アルカリ性不良土壌の緑地化研究と鉄イオン吸収メカニズムの解明研究

　　　３）作用機序機能解明ツールの開発

　　　４）新規触媒反応の開発

　　製剤分子設計学分野（准教授　奥平　桂一郎）

　　　　　　　　okuhira@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－９５４６
　　　１）脂質輸送関連ABCトランスポーターの機能と生理的意義に関する研究

　　　２）HDL産生・代謝を制御するタンパク質群に関する細胞生物学的研究

　　　３）抗動脈硬化・抗がん治療を指向した刺激応答性ペプチドの開発

　　　４）プロテインノックダウン法の開発と分子機構に関する研究

　　分析科学分野（教授　田中　秀治，准教授　竹内　政樹）

　　　　　　　　h.tanaka@tokushima-u.ac.jp　　　　０８８－６３３－７２８５
　　　　　　　　masaki.takeuchi@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２８６
　　　１）流量変化を利用したフロー分析法の開発（振幅変調多重化フロー分析法，フィードバック制御フ

ローレイショメトリー）

　　　２）各種分光法とケモインフォマティクスを用いた医用材料や固形医薬品の解析

　　　３）中空キャピラリーイオンクロマトグラフの開発

　　　４）越境大気汚染物質の動態解明

　　　５）環境中過塩素酸イオンの動態解明

　　　６）希少資源リンの化学形態別定量法の開発とリン化合物の物性評価

　　生物有機化学分野（教授　南川　典昭，助教　田良島　典子）

　　　　　　　　minakawa@tokushima-u.ac.jp　　　　０８８－６３３－７２８８
　　　　　　　　noriko.tarashima@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－９５３９
　　　１）ヌクレオシド・ヌクレオチド・オリゴヌクレオチドの化学

　　　２）有機化学的・進化分子工学的手法による機能性人工核酸の創製と核酸医薬への展開

　　　３）ケミカルデバイスを用いた生体反応や機能の解明

　　　４）細菌のRNAスイッチを標的とした抗菌剤開発

　　薬品製造化学分野（教授　山田　健一）

　　　　　　　　yamak@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２８１
　　　１）高反応性活性種の制御に基づく新規分子変換法の開拓

　　　２）活性種の特性を活かした高官能基選択的な変換反応の開拓

　　　３）不斉触媒の分子設計と触媒的不斉合成法の開拓

　　　４）生物活性評価を指向した非天然有機化合物の化学合成
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　　生薬学分野（教授　柏田　良樹，准教授　田中　直伸）

　　　　　　　　kasiwada@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２７６
　　　　　　　　ntanak@tokushima-u.ac.jp　　０８８－６３３－７２７５
　　　１）天然資源に含まれる成分の構造解析及びその生物活性に関する研究

　　　２）新規生物活性天然物質の探索研究

　　　３）各種生物活性天然物質の化学的修飾と構造活性相関に関する研究

　　　４）地域特産品の有効利用に関する研究

　　　５）民族薬物調査と評価に関する研究

　　　６）極微量天然物質の構造解析法の開発

　　　７）希少植物，高山植物の栽培法と有効利用法の開発

　　創薬生命工学分野（教授　伊藤　孝司，助教　辻　　大輔）

　　　　　　　　kitoh@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２９０
　　　　　　　　dtsuji@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－９５４１
　　　１）遺伝子疾患（遺伝性代謝異常症及びがん）の発症の分子機構及び分子治療学に関する基礎的研究

　　　２）糖鎖生物学と幹細胞工学（ES細胞，iPS細胞，体性幹細胞等を対象）を基盤とした細胞治療法の

開発研究

　　　３）生物工学的手法を用いた植物，海洋生物，微生物由来天然物からの新規医薬品リード化合物の探

索

　　分子創薬化学分野（教授　佐野　茂樹，助教　中尾　允泰）

　　　　　　　　ssano@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２７３
　　　　　　　　mnakao@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２７２
　　　１）ヘテロ環化合物の分子構造特性を活用する機能性分子の創製

　　　２）ヘテロ原子の特性を活用する高立体選択的反応の開発

　　　３）ヘテロ環化合物合成を基盤とする医薬品素材の探索合成

　　　４）蛍光標識剤の分子設計と合成開発

　　分子情報薬理学分野（教授　藤野　裕道，准教授　水口　博之，助教　堀尾　修平）

　　　　　　　　hfujino@tokushima-u.ac.jp　　０８８－６３３－７２６３
　　　　　　　　guchi003@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２６４
　　　１）薬物受容体の情報伝達調節機構に関する研究

　　　２）ガンなどの病態へのプロスタノイド受容体の役割の解析

　　　３）リガンドのバイアス性の生理的意義の解明

　　　４）ヒスタミンの生理・病理（免疫・アレルギー，糖尿病，神経機能，摂食，平衡感覚）に関する研究

　　　５）疾患発症シグナルを標的とした新規アレルギー疾患，糖尿病治療薬の開発 
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　　機能分子合成薬学分野（教授　大高　　章，准教授　根本　尚夫，講師　重永　　章）

　　　　　　　　aotaka@tokushima-u.ac.jp　　　　　０８８－６３３－７２８３
　　　　　　　　nem@tokushima-u.ac.jp　　　　　　０８８－６３３－７２８４
　　　　　　　　shigenaga.akira@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－９５３４
　　　１）生体機能探索分子の設計と合成

　　　２）生体機能探索分子創製のための方法論の開発

　　　３）ペプチド・タンパク質化学先導型ケミカルバイオロジーの開拓

　　　４）医薬品設計支援分子の開発

　　　５）超精密分子認識の研究

　　衛生薬学分野（教授　小暮　健太朗，准教授　田中　　保）

　　　　　　　　kogure@tokushima-u.ac.jp　　　　　０８８－６３３－７２４８
　　　　　　　　tanaka.tamotsu@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２４９
　　　１）抗酸化物質の作用発現機構解明とその誘導体による生活習慣病治療

　　　２）微弱電流による細胞生理の制御メカニズムの解明

　　　３）生理活性リン脂質の構造と機能

　　　４）リピドミクス解析の研究

　　総合薬学研究推進学分野（准教授　植野　　哲，准教授　大井　　高）

　　　　　　　　sueno@tokushima-u.ac.jp　　　０８８－６３３－７２６８
　　　　　　　　takashiooi@tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－７２８９
　　　１）脂質－遺伝子／タンパク質超分子複合体を利用したデリバリーシステムの構築　（植野）

　　　２）膜作用性薬物による脂質膜状態変化の可視化（植野）

　　　３）海洋生物からの医薬資源の単離，構造決定（大井）

　　　４）海洋環境化学（海洋生物のエコロジカルサイエンス）（大井）

　　生物薬品化学分野（教授　篠原　康雄，講師　山本　武範（先端酵素学研究所））

　　　　　　　　yshinoha@genome.tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－９１４５
　　　　　　　　tyamamo@genome.tokushima-u.ac.jp　０８８－６３３－９１４８
　　　１）生体エネルギー産生機構と薬物の作用

　　　２）脂肪細胞組織に特徴的なエネルギー代謝系の解析

　　　３）ミトコンドリアのタンパク質の構造と機能

　　薬物応答制御学分野（教授　馬場　一彦）

　　　　薬剤をヒトに投与した後に得られる客観的パラメーター（薬物の体内暴露量，薬物効果，副作用）

と個人の背景情報（肝の薬物代謝酵素の遺伝多型や標的組織内での薬理効果，副作用に関わる標的酵

素の遺伝子発現，タンパク質発現，遺伝多型）との関連性に関する研究
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修了要件

　　必修科目２０単位，選択科目から１０単位以上，合計３０単位以上修得し，かつ必要な研究指導を受けた

上で，本教育部が行う博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

選択科目の履修方法

　１．共通カリキュラム科目の選択科目から２単位以上修得すること。ただし，がん専門薬剤師履修コース

は，クラスターコアセミナーを除く共通カリキュラム科目の選択科目から２単位以上修得すること。

　２．＊印専門科目から育薬共通演習，医療薬学実践演習を含めて８単位以上修得すること。ただし，がん

専門薬剤師履修コースは，＊＊印専門科目８単位を修得すること。

　授業科目及び単位数等

薬学専攻博士課程，薬学専攻博士課程［がん専門薬剤師履修コース］

単　　位　　数
授　　業　　科　　目区　　　　分

自由選択選択必修

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２英 語 論 文 作 成 法

ク ラ ス タ ー コ ア セ ミ ナ ー

生 命 倫 理 概 論

臨 床 心 理 学

社 会 医 学 ・ 疫 学 ・ 医 学 統 計 概 論

心 身 健 康 と 環 境 ス ト レ ス

生 命 科 学 の 研 究 手 法

ゲ ノ ム 創 薬 特 論

健 康 食 品 ・ 漢 方

医療系分野における知的財産学概論

共通カリキュラム科目

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

　

　

８

１０

臨 床 薬 物 動 態 学 特 論　＊

実 践 医 薬 品 情 報 学 特 論　＊

医 薬 品 開 発 特 論　＊

臨 床 病 態 学 特 論　＊

が ん 専 門 薬 剤 師 特 論＊＊

集 学 的 治 療 薬 特 論＊＊

育 薬 共 通 演 習　＊

医 療 薬 学 実 践 演 習　＊

が ん チ ー ム 医 療 演 習＊＊

が ん 薬 物 治 療 実 践 演 習＊＊

薬 学 演 習

薬 学 課 題 研 究

専 門 科 目

１

１

１

０.５

２

０.５

２

悪 性 腫 瘍 の 管 理 と 治 療

医 療 倫 理 ・ 医 療 対 話 学

がんのベーシックサイエンスと臨床薬理学

がんの臨床検査・病理診断・放射線診断学

が ん 治 療 各 論

が ん 緩 和 治 療

が ん 治 療 薬 特 論

ア ド バ ン ス ド 科 目

　備考　講義，演習は１５時間，実習，実験実習は３０時間をもって１単位とする。
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修了要件

　　必修科目８単位，選択科目から２単位以上，合計１０単位以上修得し，かつ必要な研究指導を受けた上

で，本教育部が行う博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

単　　位　　数
授　　業　　科　　目区　　　　分

選　　択必　　修

２

２

２

２

６

創 薬 研 究 実 践 特 論

創 薬 科 学 演 習

ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー 共 通 演 習

機 能 分 子 共 通 演 習

資 源 ・ 環 境 共 通 演 習

専 門 科 目

　備考　講義，演習は１５時間，実習，実験実習は３０時間をもって１単位とする。

創薬科学専攻博士後期課程
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平成２９年度徳島大学大学院薬科学教育部博士課程・博士後期課程入学願書
（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）いずれかを○で囲んでください。

平成　　　年　　　月　　　日　　

　　徳島大学長　殿

貴学大学院薬科学教育部博士課程・博士後期課程に入学したいので

出願いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受 験 番 号

昭和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　年　　　月　　　日生（　　歳）　性別　男・女　
平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日

※

昭和
　　　　　年　　　月　　　　　　　大学　　　　　　　　学部　　　　　　　　学科　卒業
平成

出願資格等

昭和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育部（修士・博士前期）

　　　　　年　　　月　　　　　　　大学大学院　　　　　　　　研究科（修士・博士前期）
平成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　攻（修了・修了見込）

修 士 論 文

題 目

（都道府県名のみ）

（外国籍の者は国名）
本　 　 籍

〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維
現　 住　 所

〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維
受 信 場 所

志望する専攻に◯印をつけて下さい。

志 望 専 攻 名 薬学専攻（博士課程）

創薬科学専攻（博士後期課程）

第　３　志　望第　２　志　望第　１　志　望

志 望 分 野 名

　〔記入上の注意〕

１　※欄は記入しないでください。

２　志望専攻名欄は必ず記入してください。

３　志望分野名欄には第３志望まで記入することができます。ただし，同一専攻内とします。

４　「受信場所」は，入学決定までの通信を受ける場所を記入し，変更した場合は速やかに届け出てください。

５　入学願書提出後の志望分野名等の変更は認めません。

６　裏面の履歴書は，できるだけ詳細に記入してください。

７　記入にあたっては，ペン又はボールペンを用い，本人が鮮明に楷書で記入してください。



履　　歴　　書

事　　　　　　　　　　項年　　　　月学　　　歴

年　　　月

高等学校卒業か

ら記入してくだ

さい。なお，大

学等での研究生

等として在学歴

がある場合は，

その期間も記入

してください。

　

梢注 　外国人留学

生は，小学校

入学から記入

してください。

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

職　　　歴

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

資　　　格 年　　　月

年　　　月

年　　　月
賞　　　罰

年　　　月



研究概要　（博士・博士後期）（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）　№１
　　　　　　　　　　　　　　いずれかを○で囲んでください。

氏　　　名※　受 験 番 号

　　題　　　目

※欄は，記入しないでください。（ワープロ打ちのものをこの用紙に貼付しても可）



　№２
※　　　　　　　　　　



研 究 業 績 調 書　（博士・博士後期）
（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）

いずれかを○で囲んでください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏 名
※

受験番号

備　　考（共著者名
又は共同発表者名）

発行所，発表雑誌等又は
発 表 学 会 等 の 名 称

発行又は発表の
年　　月　　日

学 術 論 文 ， 研 究 発 表 ・ 報 告 ， 特 許 等 の 名 称

　梢注 　１　年代順に記載してください。また，学術論文等は，別刷又は写を添付してください。

　　　２　※欄は，記入しないでください。
徳島大学大学院薬科学教育部　



写　　　真

１　半身脱帽正面向３か月以

内に単身撮影したもの。
　

２　枠に合わせて写真をはっ

てください。

（５㎝×４㎝）

※受験番号

ふ　り　が　な

氏　　　名

昭和　　　　　　　　　　　　　
　　　　　年　　　月　　　日生
平成　　　　　　　　　　　　　

生 年 月 日

専　攻　　志望専攻名

平成　年　月撮影

※受験番号

ふ　り　が　な

氏　　　名

昭和　　　　　　　　　　　　　
　　　　　年　　　月　　　日生
平成　　　　　　　　　　　　　

生 年 月 日

専　攻　　志望専攻名

１　※欄以外は本人が楷書で

鮮明に記入してください。

２　試験場には，定刻１５分前

までに入場してください。

３　試験中は，常にこの票を

携行し，学力検査時は机上

に置いてください。

（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）

写　　　　　真　　　　　票
平成２９年度　徳島大学大学院薬科学教育部博士課程・博士後期課程

（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）

受　　　　　験　　　　　票
平成２９年度　徳島大学大学院薬科学教育部博士課程・博士後期課程



試験科目等時　　間年　　月　　日

英　　　語９：００～１０：００
【第１次】

平成２８（２０１６）年１１月１９日㈯

【第２次】

平成２９（２０１７）年１月２１日㈯
口 頭 試 問１０：３０～　　　

試 験 日 時



払
　
　
込
　
　
取
　
　
扱
　
　
票

各 票 の ※ 印 欄 は 、 志 願 者 に お い て 記 載 し て く だ さ い 。

切 り 取 ら な い で 郵 便 局 に お 出 し く だ さ い 。

円
十

百
千

万
十

百
千

金 　 額

口
　
　
座
　
　
記
　
　
号
　
　
番
　
　
号

　

国
立
大
学
法
人
　
徳
島
大
学

加 入 者 名

平
成
２９
年
度
薬
科
学
教
育
部
博
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程
（
一
般
・
社
会
人
・
外
国
人
）　
検
定
料

通 　 　 信 　 　 欄

お
と
こ
ろ（
郵
便
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

※ お
な
ま
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様

（
電
話
番
号
　
　
　
　
　－
　
　
　
　
　
－
　　
　
　
　
）

志 　 願 　 者

日 　 　 附 　 　 印
裏
面
の
注
意
事
項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）（
承
認
番
号
徳
第
４
３
８
１
号
）

特
殊

取
扱

料 　 金

こ
れ
よ
り
下
部
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

記 載 事 項 を 訂 正 し た 場 合 は 、 そ の 箇 所 に 訂 正 印 を 押 し て く だ さ い 。

振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証 番

十
百

千
万

十
百

国
立
大
学
法
人
　
徳
島
大
学

加 入 者 名

円
十

百
千

万
十

百
千

金 　 額

お
な
ま
え

※ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様

志 　 願 　 者

　（
消
費
税
込
み
）

円
　

料 　 金 備 　 考

日
　
　
附
　
　
印

口 座 記 号 番 号

記 載 事 項 を 訂 正 し た 場 合 は 、 そ の 箇 所 に 訂 正 印 を 押 し て く だ さ い 。

　

（
徳
島
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
第
３
２
号
）

検
定
料
払
込
証
明
書（
出
願
用
）

口
座
記
号
番
号

国
立
大
学
法
人
　 徳
島
大
学

加
入
者
名

円
十

百
千

万
十

百
千

払
込
金
額

※

志
願
者

住
所
氏
名

日
　
　
附
　
　
印

－

－

検定料の払い込みについて

１　検定料を払い込む場合は，必ずこの払込

用紙を使用して最寄りのゆうちょ銀行又は

郵便局の窓口から払い込んでください。

（ATMは，使用しないでください。）

２　検定料を払い込む際には，払込用紙のす

べての志願者欄に氏名等を記入の上，切り

取り線から払込用紙を切り取り，ゆうちょ

銀行又は郵便局の窓口へ検定料に手数料を

添えて提出してください。（払込用紙は３連

式ですので，切り離さないでください。）

３　検定料を払い込んだ際には，日附印が押

印された「検定料払込証明書（出願用）」を

必ず受領してください。

４　「検定料払込証明書（出願用）」は，「検定

料払込証明書」の指定の欄に貼付して願書

に添付して提出してください。

５　この払込用紙の「振替払込請求書兼受領

証」をもって国立大学法人徳島大学の領収

証書に代えさせていただきますので，別に

領収証書を送付することはありません。

切
　
り
　
取
　
り
　
線



（
ご
注
意
）

・
こ
の
用
紙
は
，
機
械
で
処
理
し
ま
す

の
で
，
金
額
を
記
入
す
る
際
は
，
枠

内
に
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
，
本
票
を
汚
し
た
り
，
折

り
曲
げ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
用
紙
に
よ
る
，
払
込
料
金
は
，

ご
依
頼
人
様
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

・
ご
依
頼
人
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き

ま
し
た
払
込
書
に
記
載
さ
れ
た
お
と

こ
ろ
，
お
な
ま
え
等
は
，
加
入
者
様

に
通
知
さ
れ
ま
す
。

・
こ
の
受
領
証
は
，
払
込
み
の
証
拠
と

な
る
も
の
で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

収
入
印
紙

５
万
円
以
上

貼
　
　
　
付

印
こ
の
場
所
に
は
，
何
も
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。



検 定 料 払 込 証 明 書

「検定料払込証明書（出願用）」貼付場所

　※
受験番号

薬科学教育部博士課程・博士後期課程

入 学 出 願 用

（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）

いずれかを○で囲んでください。

※欄は，記入しないでください。



※受　験

番　号

受験許可書　博士・博士後期（一般入試）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　　年　　月　　日生　

　上記の者が，平成２９年度徳島大学大学院薬科学教育部（博士課程・博

士後期課程）（一般入試）の入学試験を受験することを許可します。

　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　徳島大学大学院薬科学教育部長　殿

　　　　　　　　　　　所 在 地

　　　　　　　　　　　所属機関

　　　　　　　　　　　所 属 長　　　　　　　　　　　　　　　　印

※欄は，記入しないでください。

昭和

平成



※受　験

番　号

受験許可書　博士・博士後期（社会人特別入試）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　　年　　月　　日生　

　上記の者が，平成２９年度徳島大学大学院薬科学教育部（博士課程・博

士後期課程）（社会人特別入試）の入学試験を受験することを許可します。

　なお，本人が貴大学大学院薬科学教育部に入学した場合は，大学院の研

究に専念し，在職のまま在学することを認めます。

　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　徳島大学大学院薬科学教育部長　殿

　　　　　　　　　　　所 在 地

　　　　　　　　　　　所属機関

　　　　　　　　　　　所 属 長　　　　　　　　　　　　　　　　印

※欄は，記入しないでください。

昭和

平成



現　職
 氏　　名 
ふ　り　が　な

現住所
　　　　年　　月　　日生（　　歳）生年月日（年齢）

平 成 ２９ 年 度

徳島大学大学院薬科学教育部　博士課程・博士後期課程

（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）
いずれかを○で囲んでください。

入学試験出願資格認定審査調書

徳島大学大学院薬科学教育部

※受験

番号

事　　　　　　　　　　項年　　　　月学　　　歴

年　　　月

高等学校卒業か

ら記入してくだ

さい。なお，大

学等での研究生

等として在学歴

がある場合は，

その期間も記入

してください。

　

梢注 　外国人留学

生は，小学校

入学から記入

してください。

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

職　　　歴

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

資　　　格 年　　　月

年　　　月

年　　　月
賞　　　罰

年　　　月

（裏面へつづく）※欄は，記入しないでください。

昭和
平成



学会及び社会における活動等

事　　　　　　　　　　　　　項年　　月　　日

徳島大学大学院薬科学教育部　　



殿

受験

番号

※

殿

受験

番号

※

殿

受験

番号

※

あ て 名 票

（注）１　合格通知書及び連絡事項を郵送するので，住所・氏名・郵便番号を記入してください。

　　　２　住所がアパート・団地・下宿等の場合は，アパート・団地名・様方等を記入してください。

　　　３　※印は記入しないでください。



目　　　　次

教育方針と特色
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　　１　出願書類　  ………………………………………………………………………………　１１

　　２　出願手続・期間・受付場所　  …………………………………………………………　１２

　　３　選抜方法　  ………………………………………………………………………………　１２

　　４　障がいのある入学志願者　  ……………………………………………………………　１２

　　５　合格者発表　  ……………………………………………………………………………　１３

　　６　入学に必要な経費　  ……………………………………………………………………　１３

　　７　個人情報の取扱い　  ……………………………………………………………………　１３

　　８　その他　  …………………………………………………………………………………　１３

　がん専門薬剤師履修コース　  …………………………………………………………………　１４

創薬科学専攻博士後期課程（３年制）
　一般入試学生募集要項（第１次・第２次）

　　１　募集人員　  ………………………………………………………………………………　１７

　　２　出願資格　  ………………………………………………………………………………　１７

　　３　出願資格の認定　  ………………………………………………………………………　１７

　社会人特別入試学生募集要項（第１次・第２次）

　　１　募集人員　  ………………………………………………………………………………　１９

　　２　出願資格　  ………………………………………………………………………………　１９

　　３　出願資格の認定　  ………………………………………………………………………　２０

　外国人留学生特別入試学生募集要項（２０１７）（第１次・第２次）

　　１　募集人員　  ………………………………………………………………………………　２１

　　２　出願資格　  ………………………………………………………………………………　２１

　　３　出願資格の認定　  ………………………………………………………………………　２１

　　４　徳島大学留学生ポータル　  ……………………………………………………………　２２

　一般入試，社会人・外国人留学生特別入試共通事項（第１次・第２次）

　　１　出願書類　  ………………………………………………………………………………　２３

　　２　出願手続・期間・受付場所　  …………………………………………………………　２４
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出願時提出書類

徳島大学　薬学部位置図

ＪＲ徳島駅から蔵本キャンパスまで…約４㎞（乗車時間15分）

バス乗場案内

徳 島 バ ス

徳島市営バス

薬　学　部

中央循環（右回り）

地蔵院（新町・佐古・中央病院・大学病院方面）

名東（新町・佐古・中央病院・大学病院・上鮎喰方面）

覚円

鴨島・川島線

鴨島・高原線

上鮎喰

曽我団地線

神山線（名東・延命・石井経由）

行　き　先　・　路　線試　験　場 の り ば

（徳島駅から）
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歯学部

薬用植物園

薬学部 医学部

徳島大学病院
附属医薬創製
教育研究センター

総合運動場

学生寄宿舎

学
生
寄
宿
舎

総合科学部

理工学部
附属図書館

生物資源産業学部

学生会館

大学本部

眉　
　

山

　所　在　地

薬　　　　　学　　　　　部　　　　徳島市庄町１丁目 7 8 番地の１　　電話（088）633－7247
附属医薬創製教育研究センター　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃

薬用植物園　　　　　　　　　　　　徳島市国府町日開字北536番地の3

キャンパスマップ

長井記念ホール長井記念ホール長井記念ホール

運動場

体育館

歯学部・大学病院（歯）

大学病院（医）
大塚講堂大塚講堂大塚講堂 図書館

県立中央病院

（医学科・栄養学科）（医学科・栄養学科）（医学科・栄養学科）

（保健学科）（保健学科）（保健学科）

キャンパスマップ

立体駐車場

長井記念ホール長井記念ホール長井記念ホール

運動場

体育館

大塚講堂大塚講堂大塚講堂 図書館

県立中央病院

（医学科・医科栄養学科）（医学科・医科栄養学科）（医学科・医科栄養学科）

（保健学科）（保健学科）（保健学科）

外来診療棟

立体駐車場

立体駐車場

大学病院

中央病院
大学病院前
又は
医学部前

中央病院
大学病院前
又は
医学部前

降 車 駅
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